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「特別の教科　道徳」の意義 と役割
一幼小連携強化 にお ける道徳授業へ の新提言 一
The Role and Meaning of Newly Introduced Moral Education in Schools
How lessons of moral education can help the transition between kindergarten and elementary schools
戸 江 茂 博 ・ 隈 元 泰 弘 ・ 広 岡 義 之
DOE Shigehiro KUMAMOTO Yasuhiro HIROOKA Yoshiyuki
要 旨: 　第1章 では、戦後日本の道徳教育の展開を詳細に考察 している。その核心の一つは 「道徳の時間」
の特設であった。文部省は当初 「公民科」の構想に取 り組んでいたが、アメリカの指示によって 「社
会科」が設置され、その結果、「社会科」を活用 した全面主義道徳教育が展開される。その後、幾多
の紆余曲折があり、1958(昭 和33)年 に小中学校での 「道徳の時間」の特設が決定された。以来60年
近い歳月が流れ、「道徳の時間」 は、学校教育全体における道徳教育の 「要」として新たに位置づけ
られた。








 In the first chapter, we examine the development of moral education after the Pacific War. One of the core points 
we looked at was the special history and development of "moral education" in Japan. Initially, the Ministry of 
Education had to tackle the concept of "Kominnka" (social studies), but as a result of the influence from the USA, 
"Shakaika" (social studies) was later formed and a complete moral education was then developed. It was not until 1958, 
when a national standard of "moral education" was decided on and established. Since then, almost 60 years have 
passed, and "moral education" has been placed and positioned as the pivot of moral education in all education at 
school. 
 In Chapter two, we focus upon the steps to "the cooperation of the moral education between preschool and the ele-
mentary school". We look in detail at the moral education in childhood from the viewpoint of the "Course of study for 
Kindergarten". Our primary focus is the beginning of morality and beginning of the consciousness for the norm. 
 In the third chapter, we discuss the "lessons for teaching the special subject of moral education". In doing so we ana-
lyze the picture book "A Wolf On The Log Bridge". In addition, on July  11th 2015, we organized a workshop to discuss 
the topic of teaching moral education as an official subject. At the workshop, supervisor Yoshiki Nakasha presented 
a model lesson for moral education.


























せと多 く共通項があることを指摘 しつつ、 さらに
幼稚園教諭 と小学校教諭の連携強化のための教育













の受 け渡 し」がその詳細である。第3章 では広岡
義之が、「「特別の教科　道徳』の授業展開」につ
いて論ず る。第1節 「『子 どもの徳育の充実に向
けた在 り方 について』(平成21年)の 分析」、第2
節 「授業展開の具体案一 「はしのうえのおおかみ』
の ポテ ンシャリティー」、第3節 「『道徳の教科化
に向 けた道徳の時間の充実 した授業 につ いて』 の
一考察」 が その詳 細で あ る
。「終 わ りに一今後 の



















































国史、地理 は廃止 され、社会、家庭、 自由研究が
新たな科目として設定 された。新科 目の中では、
既述のように、構想されながら実現されずに終わっ








　1950(昭 和25)年8月 、第2次 アメリカ教育使
節団が来日し、 日本の戦後教育改革 に関する提言
としての報告書を提出 した。その中の 「道徳的精
神的教育」 と題 された文書では、「道徳を実践 に
よって身につける」 という観点か ら 「道徳教育が









　 1952(昭 和27)年 、 平和 条約 の発効 によって 日
本 は独立国の地位 を回復 した。 それ にともな い、

















て規定される。「道徳」 という全 く新 しい領域 を
立てるにあたっては、当然それに先行 して同規則
























　 とりわ け、道徳 の時間 は特定の価値 観や徳 目の
注入の場 とな ってい る、 とい う批判 が繰 り返 し提
出 されて きた。 また逆 に、 道徳の時間 は、 道徳 に
ついて直接 教え る場 が必要 だ という観 点か ら擁 護
されて もきた。 しか し、その論 争 は、 道徳 教育 に
ついての考 え方 ・思想 、あ るいは道徳 教育その も
のの意 義や役割等 を問題 とす ることが多か った。
すなわち、 具体的 に道 徳の時間 にどう教え るか、
学校教育全体 における道徳教育の実現 のためには、
学 校運 営 はどうあ るべ きか、 といった現実 的 な問
題 とは離れた思想 的論 争 とな るケースが多か った
のであ る。
　 このよ うな流 れを変え るきっかけ となったのは、
少年犯 罪の驚 くべ き残虐化 で あった ように思われ
る。 それ を象 徴 す る もの とな った事 件 が、1997
(平成9)年5月 の神戸市 の小学6年 生殺害事 件
であ った。 頭部 と胴体 が切断 され、 頭部のみが中
学 校正 門の門扉の前 に警察 への挑戦状 とともに置
かれた。某新 聞社 に届 け られた犯人 の声明文 には、
「人 の痛 みの みが、 ボクの痛み を和 らげる事 がで
きる」 とされ、 「透明 な存 在で あ るボクを造 り出
した義 務教 育 と、 義務 教育を生 み出 した社 会への
復 讐 も忘れて はいな い」 と記述 されていた。 この
犯 人が近隣の中 学 校3年 生 で あることが判 明 した
時、世 間 は驚愕 した。14歳 の少年 にどう して この
ような残虐 な行為 がで きたのか、信 じられなか っ
たのであ る。
　 少年 の凶悪犯罪の数 自体 が圧倒的 に増えた とい
うわけで はない。 しか し、 はっきり言え ることは、
大 人 には 「信 じられない」 ような少年 犯罪が続発
した とい うことであ る。事 件の突発性 、安 直 さ、
被 害者 との関係 の希 薄 さ等 、 いずれ をみ て も、
　 　 少 な くと も人 人 の目に は　 　 その犯罪 の深
刻 さとは結 びつかなか った。
　 少年 達の世界 に何か重大な危機が訪 れて いるよ
うに思 われた。 当然の ように、学校 にお ける道徳
教 育が問題 とされたが、 この ときは思 想的論争 に
はな らなか った。 ただ、具体的 に何 がで きるかが
緊急の問題 とされたのであ る。
(2)道 徳教育への新たな提言と新たな教材の開発
このような事件 とそこか ら生 じた問題意識とを
契機 と して、1997(平 成9)年8月 、文部大臣小
杉隆 は、中 央教育審議会 に 「幼児期か らの心の教
育の在 り方 につ いて」 という諮問を行 った。中央
教育 審 議 会 は翌 年6月 、 「新 しい 時代 を拓 く心
を育 て るため に　 　 次世代 を育 て る心 を失 う危
機 　 　 」 と題 す る答 申 を提 出 した。 そ こで は、
心の教育 に関 して家庭、地域社会 とともに学校が
取 り上 げ られ、 「心 を育 て る場 と して学校 を見直
そ う」 と題す る章が立て られて、 その一節 に 「小
学校以降の学校教育の役割 を見直そ う」 とす る節
が設 け られ た。そ して、当該節 にお いて 「我が国
の文化 と伝統の価値 につ いて理解を深め、未来 を
拓 く心 を育て よ う」 「道徳教 育 を見 直 し、 よ り良
いもの に して いこう　 　 道徳の時間を有効 に生か
そ う」 「カウ ンセ リングを充 実 しよ う」 とい った
提言 が行われ た。
　特 に 「道徳の時間を有効 に生かそ う」 とい う目
的のため に、文部科学省 は2001(平 成13)年 度末
に 「心の ノー ト」を全小中学生 に配 った。同 ノー
トは 「小学校1・2年 」「小学校3・4年 」「小学
校5・6年 」「中学校」の四種類 である。「心のノー
ト」 は文部科学省 によれば、「道徳 教育 の充実 に
資す る補助教材」 という位置づ けであ った。
　 「心の ノー ト」 は、育 もうとす る道徳的価値 の
内容をわか りやす く示 し、児童生徒が道徳的価値
につ いて 自 ら考え る機会を与え ようとす る。道徳
の時間だ けでな く、学校教育の全体 にお いて活用
され るとともに、家庭 と連携 して児童生徒の道徳
性の育成 に資す ることが 目指 されて いた。
　 「心の ノー ト」 は、1.メ ッセー ジか ら学ぶ、
2.自 己を見つめ る、3.行 動 して考え る、 とい
う段階的構成 にな って いる。 まず道徳的価値(学
習指導要 領 に掲 げ られ た徳 目)を 明確 に伝え、 そ
こか ら児童生徒が 自 ら考え、行動 に移す ことで、
その内面 化 を図 ろうと した、 と解釈で きるで あろ
う。
(3)「 特 別の教科　道徳」への変更
　既述 のよ うに、 「道徳 の時間」 が特設 された の
は1958(昭 和33)年 で あ り、以来60年 近 い歳月が
流れた。学習指導要 領改訂の度 に新た な提案が盛
り込 まれ、前回の改訂(2008(平 成20)年3月 告
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示)で は、「道徳の時間」 は、学校教育全体 にお
ける道徳教育の 「要」 として新たに位置づけられ
た。 しか し、学校教育の現状は必ず しも改善に向




　特 に大きな問題 と考え られたのは、そのような
状況であるにもかかわ らず、「道徳の時間」が必
ず しも効果的には活用されていないことであった。
相変わ らず教科 に比 して軽ん じられ、 ほかの目的
(運動会の準備、学活の補足等)に 充当されるこ



























に関することは 「第1章 総則」に盛 り込み、現
行の 「道徳の時間」を 「特別の教科　道徳」に変
更 して、その内容は 「第3章 特別の教科 道徳」
に盛 り込 む。(特 別 の教科 で ある道徳 は、学 習指
導要 領 にお いて 「道徳科」 と略記す る。)
　近年 にな い大幅 な総則の変更 となったが、本稿
の コ ンテクス トか らすれば、次の二点が重要で あ
る。
　第一 に 「自己の生 き方を考え、主体的 な判断 の
下 に行動 し、 自立 した人間 と して他者 と共 によ り
よ く生 きるための基盤 とな る道徳性を養 うことを
目標 とす る」(第1　 教育課程編成の一般方針 の
2)と 記 述 された ことであ る。 この文 中で、 「自
己の生 き方」並 びに 「基盤 とな る道徳性を養 うこ
とを 目標 とす る」 は前学習指導要領 にもほぼ等 し
い記述 があ る。 「主体的 な判 断 の下 に行動 し、 自
立 した人間 と して他者 と共 によ りよ く生 きる」が
全 く新 しい部分で ある。主体性 を重視 しつつ 自立
と共 生 との調和的実現を狙お うとす る意図が読み
取れ る。
　第二 に 「道徳教育の指導内容が、児童の 日常生
活 に生か され るようにす ること。その際、 い じめ
の防止や安全の確保等 にも資す ることとな るよ う
に留意 す るこ と。」(第4指 導計 画の作成等 に あ
た って配慮すべ き事項 の3(3))と 述べ られ る。
この第一 文(「 道 徳教育 ……生 か され るよ うにす
ること」)は 、改正前 は、「第3章 　道徳」の第3
の4に 置かれて いた もので あるが、 これが総則 に
移 され、 それ に全 く新 たな第 二文(「 そ の際、 い
じめの防止 や… … に留意す ること」)が 接続 され
た ところに根本的 な変更が ある。
　 これ まで は、学習指導要領の中で直接 にい じめ
を論 じたことはなか った。 ただ、 い じめ問題 も包
摂す る形で 「人間 と して して はな らな いことを し
な いようにす ること」(改 正前、「第1章 　総則」
第1の2)、 「人間 と して して はな らな いことを し
な い こ と」(改 正前 、 「第3章 　道 徳」 第3の1
(3))と 言われ るのみであ った。 しか し、 い じめ
はもはや この ような抽象的 な禁止の指示を はるか
に超 え た次元の問題 となって いる。 また、 これ ま
でや や もすれ ば、 「道徳教育 の指導 内容」 は、 そ
の効果を 「児童の 日常生活」 まで及ぼす ことはで
きなか った。 しか し、それで は真 に有効な指導 と
は言 え ない。 いわば 「日常生活」の隅々 にまで浸











































　昭和31年 に幼稚園教育 のガイ ドラインである
「幼稚園教育要領」(小 学校の 「学習指導要領」に
当たる)が 試案として作成され、これを改訂する
際に文部省(当 時)に おいて 「教材等調査委員会、





























に強い影響 を及ぼすことに留意す ること。」 とさ
れ、幼稚園生活の全体において道徳教育が行われ
ることが求められたのである。












　文部省では昭和59年 か ら 「幼稚園教育要領に関
する調査研究協力者会議」を設け、幼稚園教育要









































































れた もの と考え ることがで きる。そ こで は、先 に
挙 げた平成元年版 におけ る文言を骨子 と しなが ら、
次 の事 項が付加 された もの にな って いる。 「特 に、
人 に対 す る信頼感 や思 いや りの気持 ちは、 葛藤や
つ まづ きも体験 し、それ らを乗 り越 え ることによ
り次第 に芽 生 えて くる ことに配 慮す ること。」 幼
児期な りの道徳的実践力を意識 した もの とな って
いることが見て取 れ よう。
　平成20年 の幼稚 園教 育要 領(現 行)の 改訂 にお
いて は、道 徳性の取 り上 げ方 に関 して は、 平成10
年 版幼 稚園教育要 領を踏襲 したもの とな って いる
が、広 い意 味での道徳 性の涵 養 にかかわ る別の要













































　 (4)道 徳性の芽生えを培うに当たっては,基 本的な生活習慣の形成を図るとともに,幼 児が他の幼児とのかか
　　わりの中で他人の存在に気付 き,相 手を尊重する気持ちをもって行動できるように し,ま た,自 然や身近な
　　動植物に親 しむことなどを通 して豊かな心情が育つようにすること。特に,人 に対する信頼感や思いやりの
　　気持ちは,葛 藤やつまずきをも体験 し,そ れらを乗 り越えることにより次第に芽生えて くることに配慮する
　　こと。
　 (5)集 団の生活を通 して,幼 児が人とのかかわりを深め,規 範意識の芽生えが培われることを考慮 し,幼 児が





「幼児 は、幼稚園か ら小学校 に移行 して い く中で、
突然違 った存在 になるわ けで はない。発達や学 び
は連続 してお り、…小学校の先取 りをす ることで
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の発達 は連続 しており、おおむね幼年期(3歳 ～


































か ら、低学年では、幼児教育との接続 に配慮 し、
例えば、基本的な生活習慣や善悪の判断、 きまり
を守 るなど、日常生活や学習の基盤となる道徳性
の指導や感性 に働 きか ける指導 を重視す る。」(下
線 は筆者 による。)
　幼児期か ら児童期 にか けての道徳性の育 ちを指
導す る観点 においては、 とくに、信頼関係 の育 ち、
協同性の育 ち、規範意識の育 ちに留意す ることが
大切で ある。道徳 は、何 よ りも、他者 との関わ り
にお いて よ りよい生 き方を求め るもので あ り、 そ
の根底 には人への信頼関係が ある。信頼感の醸成
は、 自分 自身への 自信を生み、 自己肯定感の形成
にも結 びつ くものであ る。幼児教育で は、保育者
は常 に傍 らにいる存在であ る。寄 り添 い、共 にい
る保育者 との信頼関係が他の子 どもとの信頼関係
に発展 し、信頼す る気持 ちが豊か な心を は ぐくむ
基盤 とな る。 教 師 も、 常 に子 ど も と共 に在 り、
「児童 と共 に考え、悩み、感動を共有 して い く」(7)
「共」育者 となることが求め られて いる。
　共 に協同す る体験 も、幼児期か ら児童期 にか け
て の道徳性 の育 ち に寄与す る。 「共 に協力 して 目
標をめ ざす ということにお いて は、幼児期の教育
か らみ られ るものであり、小学校教育へ とつながっ
て い くもので あることか ら、幼稚園生活の中で協
同 して遊 ぶ経験 を重 ね る こと も人切 で ある。」(8)
もと もと人間 は生 まれ なが ら共感性の豊か な存在
で あるが、幼年期 にはと くに共 に歩む仲間 との豊
かなかかわ りの中で 自我を は ぐくんで い くので あ
る。 「幼 児期 か ら児童期 への発達 は、 自我 や人間
関係の育 ちがその基底 にある。す なわ ち、 自己発
揮か ら自己抑制へ進んで い く。 また、協同性が成
立す るという、協同の中での抑制 に支え られなが
ら、対象 に即 した 自己発揮が可能 とな って いき、
やがて は教科等の学習を中 心 とす る小学校以降 の
教育 の基 盤 を形成 す る こととなる。」(9)幼児 期 の
豊かな仲間関係や友達関係が小学校へ入 って も受
け渡 しされて い くことが重要で ある。
　規範意識 は、 この ような仲間関係が成熟 して い
く中で は ぐくまれて い く。規範意識 とは、社会生
活 にお ける自分あ るいは他者の行動 に関 して、何
をなすべ きか、何をす ることが期待 されているか、
また何を為すべ きでな いか、 などの判断の基準 と
な る意識 のことをい う。仲間 との集団生活の中 で、
自 らを主張 した り、 自分の思 いが受 け入れ られ な
か った り、 あるいは、 自己主張 と自己抑制 を繰 り
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返 しなが ら、生活 の きまりやル ールを身 に付 けて
い くので ある。規範意識 の芽生えは、 このよ うに、
自分の気持 ちを調 整 した り、折 り合 いをつ ける体
験 を通 して は ぐくまれて い くのであ る。
　 幼児 期 において は、 道徳 的心 情や規範意 識 は保
育者 との関係、仲 間 との関わ りを通 して培われて
い く。 先生 や仲間 との豊かな人間関係を小 学校教
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料 であ るが、幼稚 園で も絵 本等の読 み聞かせの中
で実践 可能 であ るとの意見を確認で きて いる。 こ
う した筆者の経験か らも 「は しの うえのおおかみ」
が、幼 稚園等 と小学校 の両 方で実践可 能な道徳の
読 み物 資料 とな り得 ると判 断 したのであ る。
　 この読み物資料 は、 絵本 の ように読 み聞かせ る
形 で も十分、園児た ちにも理解で きるが、 さ らに
加 えて 「ロールプ レイ」等 の役割演技 を導入す る
ことで、 ス トー リーや主人 公のおおかみの心情 を
一 人 ひとりの子 どもが、 より深 く把握 す ることが
可能 とな る。実際、文 部科 学省 は 『小 学校 学習指
導 要領解説 道徳編』(平 成20年8月)88頁 にお い
て、 「道 徳 の時 間 に活かす指 導方法 の創 意工夫」
の[5]に お いて も、「児童 に特定の役割 を与 えて即
興 的 に演技 す る工 夫、 動 きやせ りふの真似 を して
理 解を深め る工 夫…(中 略)… な どが よ く試み ら
れ る」 と指摘 してい る。
　 さて ここで初め に物 語資料 「は しの うえのおお
かみ」 の ス トー リーを要約 してお こう。
　一 匹の うさぎが、橋を渡 ろうと して橋の真ん中
へや って きた。 その とき同時 に、橋の反対 側か ら
おおかみがや って きた。橋 は狭 くてすれ違 うこと
はで きない。 おおかみが 「もどれ、 もどれ。」 と
言 って うさぎを睨みつ けたので、 うさぎは橋の端
まで戻 らざるを得 な くな った。 おおかみ はこの い
じわ るがお も しろ くな り、 その後 も自分 よ り小 さ
くて弱 いきつねやたぬ きが橋を渡 ろうとす るとき
にも同 じように、 「もどれ、 もどれ。」 と、 自分が
橋 を先に渡 りきるために、後 ろへ追い返 して しまっ
た。 この箇 所が物語 の 「起 」であ る。
　 ところがあ る日、おおかみ は橋の真ん中 で 自分
よりも強 くて大 きな くま と鉢合わせ して しま った。
す ると、おおかみ はあわてて、お じぎを しておお
かみ自身が 「うしろへ もどります。おさきにわたっ
て ください。」 とす ごす ごと詫 びるで はないか。
す ると、それを聞いた くまは 「それ にはお よぼな
いよ。」 と返答 して、 おおかみ をひ ょい と抱 き上
げて 自分の後 ろにそ っと抱 きかかえなが ら下 ろ し
て、 お互 いが橋を渡 りきることがで きた。 その と
きおおかみ は、 くまは 「なんて優 しいのだ ろう。」
と感 じ入 る。 この箇所 が物 語の 「転」 であ る。 元
来 「承 」 は主人公 が道 徳的葛藤のため に悩 み苦 し
む場 面 とな るが、 この資料で はおおかみが い じわ
るを して道徳的葛藤で悩み苦 しむ場面がな いので
「承」 は存在 しな い。
　そ して次の 日の こと、おおかみ は橋の上で昨 日
い じわ るを したうさぎにふ たたび出会 う。昨 日痛
い目にあったうさぎはあわてて ひきかえそ うとす
るのだが、 その ときおおかみ はや さ しい声で呼 び
とめて、 うさぎを抱 き上 げ、 自分が くまに して も
らった よ うに、後 ろにそっと抱 きかかえなが ら下
ろ して互 いに橋を渡 りきることがで き、おおかみ
はいい気持 ちにな った、 とい う 「結」でみ ごとに
話が閉 じられて いる。
　 「くま」に抱 きかかえ られる経験を初めて味わっ
たおおかみ は、 自分の内面 におお らか な優 しさが
欠 けて いた ことに気づ き、 そこか らおおかみ は自
らの心を初 めて善 い方向へ変化 させ ることがで き
たので ある。翌 日、おおかみ は同 じ橋で、今度 は
うさぎをだ きあげ、 自分が くまに して も らったよ
うに行動 した。その ことで主人公のおおかみ は道
















































・やば い,く まだ 。　 こわい。
・しま った。
・くま には ,さ か らわ な いよ うに しよ う。







































杉江ゆかり著 「楽 しく豊か な 「道徳 の時間」 をつ くる』
ミネル ヴァ書房 　65～66頁 よ り引用
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資 料 分 析 表1　 資 料 名:は しの うえ の お お か み
　出展:横 山利弘を囲む勉強会での講演メモより,広 岡義之が作成した。
杉江ゆかり著 『楽 しく豊か な 「道徳 の時間」 をつ くる」
ミネル ヴァ書房　31頁 よ り引用
● 「は しの うえのおおかみ」の考察
　 一 「助言 者の構 図」 を中心 に一
　 このス トー リーの道 徳的変化の きっか けにな っ
てい るの はや さ しい 「くま」であ ることは言 うま
で もない。「くま」に抱 きかかえ られ ることによっ
て初めておおかみ は、 自分の内面 におお らかな優
しさが欠 けていた ことに気づ き、そ こで初めてお
おかみ は心 を良 い方 向へ道 徳的 に変化 させ る決心
がで きた。 実際、 おおかみ は 「くまはなんてや さ
しいのだ ろう」 と思 って いる。 翌 日、 おおかみ は
同 じ橋 で うさぎをだ きあ げ、 自分が くまに して も
らった ように行動 す ることで主 人公のおおかみ は
道 徳的成長 を遂 げて い くことにな るが、 この よう
に主人 公を良い方 向へ道徳的変化を させ る登場 人
物 等を配置す ることを 「助言者 の構図」 という。
　 それゆえ、 この資料 を使 っての道徳 の授業で は、
おおかみの心 に目覚 めたや さ しい 「思 いや り」 に
ついて考えを深め させれば よいことにな る。結果
として、了 どもたちは、優れた人 との出会 いによっ
て生 き方が大 き く変わ ることを学び感 じることが
で きればよ い。 中心 発問 は、 「橋 の上 で くま さん
に出会 ったおおかみは、 くまさんか ら何を受 け取 っ
たのだ と思 い ますか?」 とな り、 またそ こか ら内
容 項 目は必然 的 に2-(2)相 手 の ことを思 いや り、
進 んで親切 にす る 「思 いや り」 であ る。本資料 の
ね らいは、 「自分 よ り弱 い相 手 にいば るこ とで、
得意 になって いた主人公のおおかみが、 くまの優
しさにふれ、相手 に親切 にす ることの気持 ちよさ
に目覚める姿 を通 して、人 に大 きな思 いや りを もっ
て接 す ることのすば らしさにつ いて考え、実行 し
よ うとす る道徳 的実 践意 欲 を育 て る」 ことに あ
る(10)
。
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の一つ しか紹介できないことをあ らか じめ断って
お く。
●中舎指導主事 による 「私 もい じめた一人なのに」
　 の模 範授 業
1.内 容項 目お よび本資料 のね らい
　 出典:川 口法子著、 「全 国中学生人権 作文 コ ン
テス ト」(11)
　 ね らい:見 て見 ぬふ りをす る消極 的姿勢 を忌 避
し、 い じめや不正 を許 さぬ心を行動 で表す道徳的
実 践意 欲を培 う。
　 内容項 目:4-(3)正 義 を重 ん じ、 だ れ に対 して
も公正 、公 平 に し、差別や偏見のな い社会 の実現
に努 め る。
　 本資料 は、い じめの実体 験を綴 った中学 生の作
文であ る。 筆者 であ るこの中学 生の少 女 は、 自分
がい じめの標的 にされ ることを恐れてい じめを黙
認 して しまう弱 さを持 って いた。 しか しそれ にも
かかわ らず、い じめを して はいけな いという勇気
と正義 感 も同時 に持 ち合わせて いる。 この少女の
立場 は、 い じめの構造 の中で最 も典型 的な第三 者
の立場 を とるものであ り、 多 くの生 徒た ちは同 じ
ような経験 を してお り、共 感的 に受 け止め ること
ので きる読 み物 資料 であ ろう。
　主人公の 「私」は、友達のために一度だけであっ
たが勇気を出 して正義感 を表 に出 したことがある。
その後 の後悔 と強い反 省を通 じて、今の 自分の在
り方 を見つめ直 し、 真の正 義 について考えを深め
てゆ く。 い じめを受 ける側 の立場を考 えて、その
気 持 ちに寄 り添お うとす る姿勢 が大切であ ること
を学 ぶ資料 であ る。筆 者の 自責 の念を通 して、正
義の 目覚めが傍観者 に必要で あることに気付 く発
問をす る工夫をす ることが人切で あ り、決 して ク
ラスの具体的な問題の追及 にな って はいけない。
　筆者であ る中 学生の 「私」 は被害者の美 しい心
に触れて、 自分への罪悪感 を募 らせて い く場面が
あ る。被害者の少女 は自分が い じめ られて いるに
もかかわ らず、朝早 くか ら学校 に来て、 クラスメ
イ トの花を世話 して いた。 この ことが筆者の勇気
を奮 いたたせ るきっか けとなる。 ここで注意 して
お くべ きは、被害者の人間性 に深 く関わ るべ きで
な い とい う点で あ る。 なぜな ら生徒 が、「被 害者
の人間性が良 いか ら、 い じめ られ るべ きで ない」
と誤 った考え に陥 る危険性が あるか らで ある。思
春期 の子 どもたちは、 自己を正 当化 しが ちにな り、
い じめを行 う者の なか には 「い じめ られ る側 に も
原因が ある」 と誤 って考えて しまう場合が少な く
な い。教師 は、 い じめ は相手の どの ような人間性
にもかかわ らず、悪質で卑劣な行為で あること、
た とえ い じめ られ る側 に問題が あろ うと、 い じめ
によって制裁を加え る権利 はだれ にもないことを
理解 で きるように指導す ることが求め られ る。(12)
2.「 私 もい じめ た一人なの に」 あ らす じ
　 ここで本資料の あ らす じを紹介 してお こう。主
人公の 「私」が小学校中学年の とき、同 じクラス
になった同級生が、 い じめ られて いた話で ある。
当時 「菌 まわ し」 という遊 びが はや って いた。 ア
レルギ ー性の ア トピーのた めに顔や頭が赤 くはれ
て、その ことを暗 に指摘 したい じめが クラスの中
で行われて いた。主人公の 「私」 は 「かわ いそ う
だな。誰か止めな いか な」 と思 いなが らも、 自分
に回 って きたときは、みん なと同 じように菌を人
に回 して いた。 自分が い じめの対象 になることを
恐れて 「や めよう」 と言 うことが なか なかで きな
か った。同級生の彼女 は何 をされて も泣かず に、
いつ も悲 しそうに笑 って いただ けだ った。当時 の
幼 い 「私」 には、彼女が どの ような気持 ちで耐え
ていたか は理解 できて いなか った。 たまたま 「私」
が朝 早 く学校 に行 くと、彼女 はもう来て いて、み
んなが植え た花 に水をや って いた。彼女 は自分 を
い じめて いる人の鉢 まで、世話 を して いたので あ
る。
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　 筆者 であ る 「私」 はその 日、みんなで花 を見 に
行 こうと提 案す る。彼 女が今 までみんなの花の世
話 を して くれた ことを説明す ると、一 人の男の子
が 「じゃあ この花 きたね えな」 と言 って鉢 を けっ
たのだが、 その ときは じめて彼女 はみなの前で泣
いて しま った。 「私 」 はその男子 が許 せ な くて、
お もわずその男子 の頬 を殴 って しまうことな る。
それで も彼 女 に対 す るい じめ は筆者 であ る 「私 」
が転校す るまで続 いて いた。 「私」 が転校 す ると
き、 サ イ ン帳 に彼 女 は 「私 が い じめ られて いると
き、か ばって くれてあ りが と う」 と書 いて くれ た。
「私」 は涙が出た。「ず っとみんな と一 緒 にな って
い じめて きたの に。 た った一回かば っただ けなの
に。」 と。 中学生 の今 にな って考 え るとどれ ほど
辛 い ことであ ったかを思 うと、 いたた まれな い気
持 ち にな る。今後 はどの ような ことがあ って も、
い じめを阻止す ることを決意 したのであ る(13)。
3.中 舎良希指導主事 の指導略案の概要
　題 名:正 義4-(2)
　 ね らい:た った一度 だ け、 い じめ は許 さな いと
行動 に出た主人公 を通 して、だれ に対 して も差別
や偏見 を もっ ことな く、公 正 ・公平 に し、 正義の
実 現 に努め ようとす る道徳的心 情を豊 か にす る。
「私 もい じめた一 人なの に」(中 学生 の道徳1　 廣
済堂 あかつ き)
　基 本発問1:私 はどんな ことを考えなが ら、菌
まわ しを見ていたのだ ろう?
　 ・彼 女がかわ いそ うだな。
　 ・誰 か止 めな いかな。
　 ・自分 に回 って きた らどう しよう。
　 ・ 「やめな さい」 と言 いた いけど、 恐 いな。
　基本 発問2:私 の鉢 の花を見た とき、胸 が苦 し
くな ったの はなぜだ ろうか?
　 ・みんな にい じめ られてい るの に、 みんなの花
　　 を世話 して いるなんて。
　 ・みんなの ことが憎 い はず なの に。
　 ・私 はな にも して あげて いな いの に。
　基本発問3:私 が、お もわず、その男の子を殴 っ
て しまったの は、 どう してだ ろう?
　 ・もう許 せな いと思 ったか ら。
　 ・みんなのために彼女が していることを、わかっ
　　 て ほ しか ったか ら。
　 ・彼女の気持 ちを感 じて ほ しか ったか ら。
　中心発問:私 は、サ イ ン帳を どの ような思 いで
見て いたのだ ろうか?
　 ・もっと優 しくして あげれば よか った。
　 ・た った一回だ け助 けただ けだ ったの に。
　 ・あの とき、みんなを止 めれ ばよか った。
　 ・菌回 しなんてやめれば よか った。
　 ・彼女 はどんな にかっ らか っただ ろう。
　 ・もうこんな ことは絶対 に しない し、 させない。
　追加発問:ど うして私 はこの作文を書 こうと思 っ
たのだ ろ う?
　 ・い じめ はもう許 さないという決意。
　 ・みんなにもい じめの恐 さを知 って もらいたい。
　終末:「 私 たちの道徳」(小 学校5・6年)の
言葉を紹介 して終わ る。
　 「この世 の中で　一番大 きな苦 しみは　一人ぼっ
ちで　 だれか らも必要 とされず　愛 されて いな い
人々の　苦 しみです」(マ ザ ー ・テ レサ)
終わ りに　 一今後の課題 と展望 一
　最後 に 「今後の課 題 と展望」 と題 して、本稿 の
まとめ と したい。2014年4月 か ら2016年3月 の2
年間 に実施 された国際教育研究 セ ンター主催の本
研究課題 は、 「道 徳 の教科化 に向 けた幼 ・小 の連
携強化への具体的提言、お よび小学校での道徳 の
時間の実践例の紹介」で あった。当初 はまだ 「道
徳の教科化」 という表記が使用 されて いたが、本
研究期間の なかばの2015年2月4日 、文部科学省
か ら 「道徳 に係 る小 ・中学校の学習指導要領の一
部改正(案)」 が公表 され た。 この内容 は2014年
10月 に提出 された中央教育審議会答申 「道徳 に係
る教育課 程の改善等 につ いて」 を踏 まえつつ、学
校全体 と してお こな う 「道徳教育」や 「特別の教
科　道徳」の 目的 ・内容を具体的 に盛 り込んだ も
の とな って いた。パ ブ リックコメ ン ト(公 か らの
意見聴取)を 経 て、2015(平 成27)年3月27日 に、
正式な一部改正告示が官報告示 と して出 され た。
　現状お よび今後の予定 は以下の とお りで ある。
・2015(平 成27)年4月1日 　 一部改正学習指導
　要 領の趣 旨を踏 まえ た取組(移 行措置)実 施が
　可 能 とな る。






























　 する法令」 によって、「道徳の時間」が特設され ることとなっ
　 た。 この経緯 の複雑な事情に関 しては、徳永正直、堤正史、
　 宮 嶋秀光 『対話への道徳教育」ナカニシヤ出版、1997年 、79
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　 特 に当該書を参照 した。記 して謝意 を表す る。
(2)岡 田正章 ほか編纂 『戦後保育史第2巻 」、 フレーベル館、
　 1980年 、42頁 。
(3)幼 稚園教育要領 に関す る調査研究協力者会議 『幼稚園教
　 育 の在 り方について』
(4)文 部科学 省編 『幼稚園教育要 領解説」、 フレーベル館、
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